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１案 ２案 ３案



【決定の経緯】
 ワークショップ等で約7割（67％）の支持を得た案２をベースに、「人のつながり（絆・共
助）」を復興の最も大切な柱とし、これに加えて、1案で評価が高かった「交通の利便性」
と、3案で大切にしたいとされた「筆山・高見山の豊かな自然」の両方を、潮江の誇りとして
ビジョンの構成要素に取り入れ、前向きな「安心」や「未来」という言葉を選ぶことで、子ど
もたちも覚えやすく、明るい希望が持てるスローガンとしました。

ワークショップでは、「いざという時に助け合える人のつながり（絆）こそが、復興には欠かせ
ない」という熱い思いが多く寄せられました。また、身近な山々が「憩いの場」であると同時
に、「命を守る避難所」でもあるという潮江ならではの強みも再確認できました。
ビジョンには、今の便利で豊かな暮らし（自然と利便性）を守りながら、住民同士が手を取り合
う（共助）ことで、次の世代へ「安心な潮江」をしっかりと引き継いでいくという強い決意を込
めました。



（B）（A）

（C）

新田町萩町一丁目線～
潮新町線ルート

新田町萩町一丁目線～
旧中堤～市道潮江６号
線ルート

市道潮江355号線～県
道～高知駅高知港線
ルート

（原案） （内陸配置案）

（沿岸部配置案）

A案（原案）

B案（内陸配置案）

C案（沿岸部配置案）

・A案は、B案よりも広範囲にまちを守れる。

・C案は潮江全体が守られて、みんなが安全に住み続けられる

・C案よりも事業費が安く、期間も短いため生活の再建が早そう

・B案は費用や近くに住んでいる方への影響が大きくなりそう

・二線堤を境にコミュニティの分断が起こりそう

・二線堤を境にコミュニティの分断が起こりそう

・C案は日当たりや景観が悪くなる心配がない

・B案を行うなら、まちの機能を内陸部に集約したら住みやすくなりそう

・既存の広い道路を活用するので、整備がしやすいのではないか

その他
・地盤沈降によっても、二線堤のルートが変わってくるのではないか

・土地区画整理事業の際には、歩道も併せて整備してほしい

・国の補助金が入れば、事業費が安い案になるのではないか





道路幅 2.1m
道路幅 4.0m

復興パターンに関する意見

●百石町周辺（塩屋崎町）の道路も広げてほしい

検討結果
概ね4m以上の道路幅があるものの、地区内には私道
や道路幅2m程度の市道などが存在し、土地区画整理
事業も未実施であり、道路の見通しも悪いなど交通や
防災の面で課題がある状況です。
復興パターンとして新たに3.5haの範囲で土地区画整
理事業の範囲を追加する。

●道幅の狭い生活道路で隣には
水路も存在する。

●道幅は4.0mは確保されているが、
車同士のすれ違いは困難で、見
通しが悪い。

潮江小学校

土地区画整理事業 3.5ha



パ
タ
ー
ン

A案(原案) B案(内陸部配置案) C案(沿岸部配置案)

新田町萩町一丁目線～潮新町線ルート 新田町萩町一丁目線～旧中堤～市道潮江６号
線ルート

市道潮江355号線鏡～県道～高知駅高知港線
ルート

ポ
イ
ン
ト

・幹線道路中心に二線堤となる空間整備 ・甚大な津波被害が想定される等復興事業が
必要となる地区・区間を中心に整備

・臨海部に二線堤となる空間整備

評
価

（〇） （△） （▲）

幹線道路を中心に整備を行い、多くの住居が
存在する区域の津波に対する安全性も向上し、
費用も３案で最も安価

被害が想定される地区と併せた整備を行い、
効果的な復興に期待できるが、土地区画整理
事業を伴うため、合意形成等に課題もあり費
用も高い

地区全体の津波安全性を高める効果は期待で
きるが、事業範囲の権利者等、関係者が多岐
にわたり、合意形成や事業実施までの調整に
時間を要する事が想定され、費用も最大。



土地区画整理事業
道路基盤整備検討

建築制限による誘導
１階部分の非居住化

にぎわい形成
にぎわい施設の立地誘導

市営住宅有効利用
空き室の利用を検討する

土砂災害対策

（F）

（B）

（B）

（E）

（B）

（D）

（C）

（E）

（F）

（C）
（D）

（B）

（A） （原案ルート）二線堤

（A）

（B） 土地区画整理事業
道路基盤整備検討

香南市 東部自動車道

東部自動車道

（二線堤イメージ）



嵩上げ+土地区画整理事業
道路基盤整備検討

建築制限による誘導
１階部分の非居住化

にぎわい形成
にぎわい施設の立地誘導

土砂災害対策

共同化、再開発事業による高層化

防災拠点（萩公園：高台整備）
津波避難機能の整備

（D）

（B）

（C）

（A）

（D）

防災拠点（市営住宅有効利用）
空き室の利用を検討する

（B）
（G）

（F）
（E）

（A）

（E）

（C）

（F）

（G）

防災拠点+嵩上げ（賑わい+居住）

（D）

嵩上げ+土地区画整理事業（D）
道路基盤整備検討










